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Ⅰ 理学部の教育目的と特徴 

 
本学部は、設立以来、理学における国内外屈指の教育拠点を形成しており、多くの優れ

た研究者を輩出してきた。以下の２点を教育目標としている。  
 
・ 自然科学の基礎体系を深く習得し、それを創造的に展開する能力の養成  
・ 個々の知識を総合化し、新たな知的価値を創出する能力の養成  
 
上記の教育目標を実現するための教育方針の特徴は、以下の 3 点である。  
 
・ 理学科のみの１学科制  
・ 緩やかな専門化を経て、研究の最前線へ  
・ 自由な雰囲気の下で、自律的学修を推奨  
 
すなわち、学生に大きな選択自由度を与える「理学科のみの１学科制」に基づく「緩やか

な専門化」という教育基本方針を採用している。初期の段階から専門分野を狭く限定せず、

学年進行とともに体系的な基礎学力と技法を修得し、学生自らの興味、能力、適性に応じ

て数理科学、物理科学、地球惑星科学、化学、生物科学の内、一つの分野を選択し、その

分野について体系的に学び、最終的には専門分野の研究の最前線に接するという他に例を

見ない教育方針である。  
 以上の本学部の教育目的と特徴は、教育面における京都大学の基本的な目標  
 
・ 多様かつ調和のとれた教育体系のもと、自学自習を促し、卓越した知の継承と創造的

精神の涵養に努める。  
・ 豊かな教養と人間性を備えるとともに責任を重んじ、地球社会の調和ある共存に貢献

し得る、優れた研究能力と高度の専門知識をもつ人材を育成する。  
 
に沿うものである。  

根 拠 資 料 １ 　 理 学 部 の 教 育 理 念

教 育 目 標
　 ・ 　 自 然 科 学 の 基 礎 体 系 を 深 く 習 得 し ， そ れ を 創 造 的 に 展 開 す る 能 力 の 養 成

　 ・ 　 個 々 の 知 識 を 総 合 化 し ， 新 た な 知 的 価 値 を 創 出 す る 能 力 の 養 成

教 育 の 特 徴
　 ・ 　 自 由 な 雰 囲 気 の 下 で 学 問 的 創 造 を 何 よ り も 大 切 に し ， 自 律 的 学 修 が 推 奨 さ れ る 学 風

　 ・ 　 理 学 科 の み の １ 学 科 制

　 ・ 　 緩 や か な 専 門 化 を 経 て ， 研 究 の 最 前 線 へ

望 む 学 生 像
　 ・ 　 自 由 を 尊 重 し ， 既 成 の 権 威 や 概 念 を 無 批 判 に 受 け 入 れ な い 人

　 ・ 　 自 ら 考 え ， 新 し い 知 を 吸 収 し 創 造 す る 姿 勢 を 持 つ 人

　 ・ 　 優 れ た 科 学 的 素 養 ， 論 理 的 合 理 的 思 考 力 と 語 学 能 力 を 擁 し ， 粘 り 強 く 問 題 解 決 を 試 み る 人

理 学 は ， 自 然 現 象 を 支 配 す る 原 理 や 法 則 を 探 求 す る 学 問 で あ り ま す 。 そ の 活 動 の 長 い 歴 史 を 通
じ て ， 人 類 の 知 的 資 産 と し て の 文 化 の よ り 深 い 発 展 に 大 き な 役 割 を 果 た し て き ま し た 。 ま た ， 理 学
は 人 類 全 体 の 生 活 の 向 上 と 福 祉 に 貢 献 す る こ と を 目 的 と し て お り ま す 。 京 都 大 学 理 学 部 は ， 自 由 な 雰
囲 気 の 下 で 学 問 的 創 造 を 何 よ り も 大 切 に し て き ま し た 。 こ の 気 風 が ， 新 し い 学 問 分 野 の 創 造 に 重 要 な
役 割 を 果 た し て き ま し た 。 そ の 一 端 は ， 卒 業 生 の 中 か ら ３ 名 の ノ ー ベ ル 賞 受 賞 者 と ２ 名 の フ ィ ー ル ズ
賞 受 賞 者 を 出 し た こ と か ら も 覗 え ま す 。 こ の 学 風 を 継 承 し つ つ ， 京 都 大 学 理 学 部 は 広 く 開 か れ た 教
育 ・ 研 究 機 関 と し て 発 展 し て い ま す 。 京 都 大 学 理 学 部 は ， 上 に 掲 げ た 教 育 理 念 を 実 現 す る た め に ， 理
学 科 の み の １ 学 科 制 を と っ て い ま す 。 そ れ は ， 学 生 諸 君 が 自 分 に 最 も 適 切 な 専 門 分 野 を ， 自 分 自 身 の
学 修 を 通 し て 見 い 出 せ る よ う ， 専 門 化 を 緩 や か に 進 め る こ と が 出 来 る た め で す 。 こ の た め に ， 学 問 分
野 の 有 機 的 な 関 連 が 分 か る よ う 分 野 横 断 的 講 義 が 用 意 さ れ て い ま す 。 そ の 一 方 で 自 律 的 学 修 の 姿 勢 を
養 う た め ， 小 人 数 対 話 型 教 育 が 充 実 さ れ て い る と 共 に ， 学 生 に よ る 自 主 ゼ ミ 等 の 勉 学 活 動 を 積 極 的 に
支 援 す る 体 制 が 整 え ら れ て い ま す 。 そ し て ， 相 応 し い 分 野 を 見 い 出 し た 人 が ， フ ィ ー ル ド 実 習 や 実 験
教 育 に よ り ， 学 問 に 対 す る 情 熱 を 沸 き 立 た せ ら れ る よ う カ リ キ ュ ラ ム が 工 夫 さ れ て お り ま す 。 こ の よ
う に し て ， 学 生 諸 君 が 自 ら 体 系 的 な 基 礎 学 力 と 技 術 を 習 得 し つ つ ， 学 年 の 進 行 と と も に そ の 専 門 化 の
程 度 を 進 め ， 最 終 的 に は そ の 研 究 分 野 の 最 前 線 に 接 す る こ と を 目 指 し ま す 。 こ の よ う に 組 ま れ た カ リ
キ ュ ラ ム に よ る 修 学 に よ り ， 自 己 の 世 界 を 広 げ ， 自 己 の 相 対 化 が で き ， 自 然 に 対 し て 謙 虚 な 探 求 的 態
度 を 常 に 維 持 で き る 存 在 と な る 基 盤 を 獲 得 さ せ ま す 。 卒 業 後 は ， そ の 基 盤 に 立 っ て ， 研 究 者 と し て ，
あ る い は 責 任 あ る 職 業 人 と し て 活 躍 し ， 新 た な 知 的 価 値 を 創 出 す る こ と を 目 指 し て お り ま す 。
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根拠資料１：理学部の教育理念（出典：教科の手引き）  

根拠資料２：アドミッション・ポリシー（出典：学部入学願書） 

 

 

［想定する関係者とその期待］ 

 

本学部の教育活動で想定する関係者は、学生、学会、社会等がある。学生からの期待は、

自学自習のもとで、基礎学力と技法を修得し、先端研究にふれることである。学会からの

期待は、次世代を担う若手研究者の卵の創出である。さらに、社会からに期待は、世界の

研究をリードする優れた研究者、または、将来の社会を牽引する責任ある職業人を輩出す

ることである。 

根 拠 資 料 ２ 　 ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー
理 学 研 究 科 ・ 理 学 部 が 求 め る 学 生 像
理 学 研 究 科 お よ び 理 学 部 が 望 む 学 生 像 は 以 下 の 通 り で あ る 。

自 由 な 気 風 を 備 え 、 既 成 の 権 威 や 概 念 を 無 批 判 に 受 け 入 れ な い 人  
自 ら 考 え 、 新 し い 知 を 吸 収 し 創 造 す る 姿 勢 を 持 つ 人  
十 分 な 科 学 的 素 養 ・ 論 理 的 ・ 合 理 的 思 考 力 と 語 学 能 力 を 擁 し 、 粘 り
強 く 問 題 解 決 を 試 み る 人

な お 大 学 院 教 育 に お い て は 、 最 前 線 の 研 究 現 場 に お い て 自 然 科 学 の
進 歩 を 担 う こ と に よ り 社 会 に 貢 献 す る 「 研 究 者 の 養 成 」 を 主 な 目 的 と し
て お り 、 理 学 研 究 者 を め ざ す 学 生 を 歓 迎 す る 。 一 方 、 理 学 研 究 科 は 科
学 的 素 養 を 生 か し て 自 然 科 学 の 普 及 、 初 中 等 ・ 高 等 ・ 社 会 教 育 に 携 わ
る 人 材 あ る い は よ り 一 般 的 に 社 会 の 科 学 的 合 理 的 判 断 形 成 に 寄 与 す
る 人 材 の 育 成 も 行 い た い と 考 え て い る 。 能 動 的 ・ 積 極 的 に 学 問 ・ 研 究
に 取 り 組 む 人 材 を 求 め る 。
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

(観点に係る状況) 「理学部の教育目的と特徴」を実現させるために、数理科学・物理科

学・地球惑星科学・化学・生物科学の各系にバランスよく適任者が配置された教員組織編

成となるよう心がけており、理学の幅広い分野を網羅する基礎教育から専門教育までの実

効的展開を図っている。下表に教員配置と学部学生の現況を示す。円滑な教育の実施に不

可欠な学部の教務事務は、理学部・理学研究科の組織図に記載されているように、第二教

務掛（学部の教務事務担当）が各系の事務と協力しながら行っている。第二教務掛には常

勤職員が３名、非常勤職員が２名在籍しており、その５名で、昼休みの時間帯も含め、1300

人程度の学部学生に対応している。 

 

 
根拠資料３：学部担当教員配置表 （出典：理学研究科資料より） 

      

  教員 
区分 

  教授 准教授 講師 助教 小計 

理学研究科教員 22 16 4 8 50 
数理科学系 

他研究科授業担当教員 2 1 2 1 6 

理学研究科教員 24 24 1 28 77 
物理科学系 

他研究科授業担当教員 1 1 0 1 3 

理学研究科教員 17 13 0 15 45 
地球惑星科学系 

他研究科授業担当教員 0 0 0 0 0 

理学研究科教員 16 13 5 15 49 
化学系 

他研究科授業担当教員 1 1 0 1 3 

理学研究科教員 15 15 2 16 48 
生物科学系 

他研究科授業担当教員 4 2 1 6 13 

理学研究科教員 94 80 12 82 268 
合計 

他研究科授業担当教員 8 5 3 9 25 

「平成 20 年 3 月 3１日現在」 

理学研究科教員には連携・併任の教員、理学研究科附属施設の教員を含む。 

 

根拠資料４：定員、入学者数、３年次での系登録者数（出典:理学研究科資料より）

入学年 Ｈ１３年度 Ｈ１４年度 Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度
定員 301 301 301 301 311 311

入学者数 301 303 301 302 312 312

数理科学系 48 39 39 51 52 47
物理科学系 76 92 86 91 79 81
地球惑星科学 22 28 23 20 30 27
化学系 48 44 60 47 54 45
生物科学系 49 52 57 47 51 51
系登録者計    （a) 243 255 265 256 266 251
系未登録        (b) 51 41 37 44 43 56
4/1 学生数     (c) 294 296 302 300 309 307
系登録者 % 82.7 86.1 87.7 85.3 86.1 81.6

３年次での系登録者数
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専門職員(総務)
専門職員(財務)

財務掛 掛長
室長（財務管理）
専門員：

経理掛 掛長

生態学センター
事務担当

専門職員

掛長

職員掛 掛長

外部資金担当

総務掛

専門職員研究推進担当

将来計画・研究推進
グループ

企画担当 専門職員

地球惑星科学専攻
担当

化学専攻担当 専門職員

生物科学専攻担当

専門職員

第一教務掛
（大学院教務事
務担当）

掛長

第二教務掛
（学部教務事務
担当）

掛長

安全衛生管理担当

図書掛

施設環境担当 技専門職員

掛長

根拠資料５：理学部・理学研究科の事務組織図
Ｈ１９．３．３１現在

数学・数理解析専
攻担当

物理学・宇宙物理
学専攻担当

専門職員

施設環境安全グルー
プ

理 学 研 究 科 長

生態学研究センター長

低温物質科学研究セン
ター長

事
務
部
長

室長(総務・学務)
専門員： 情報管理担当

 
 

 

 

 

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況) 学部教育に関する方針を検討し学務を行うための委員会として、学部

教育委員会が設置され、その委員会内に常任委員会、教務委員会、入試専門小委員会、及

び全学共通教育委員会の４小委員会が置かれている。教務委員会が中心となって学部学生

による授業評価アンケート調査を実施し、その結果を取りまとめて全教員参加によるファ

カルティ・ディベロップメントを行っている。学生によるアンケート結果は授業科目ごと

に担当教員へフィードバックされており、授業内容のレベルや進行速度、具体的な授業の

方法・展開の重要な参考資料として使用されている。例えば、AV 機器の多用が反って学生

の集中力を阻害することは教員にとって意外であり有益な発見であった。 
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根拠資料６：理学部教育委員会及び４小委員会 （出典：理学研究科資料より）  

委 員 会 名  小 委 員 会 等  任 務  委 員 選 出 法   （※必 要 に応 じて変 更 ） 

 
理 学 部 の学 部 教 育 に関 する方 針 の

討 議 および実 務 を行 う。 

各 専 攻 3－5 名 （施 設 より 1 名 ）、研 究 科

長 、副 研 究 科 長 、教 務 委 員 会 委 員 長 、全

学 共 通 教 育 委 員 会 委 員 長 、学 生 部 委 員

会 委 員 、少 人 数 担 任 制 度 委 員 会 委 員 長 、

入 試 専 門 小 委 員 会 委 員 長 、国 際 交 流 室  

常 任 委 員 会  
理 学 部 の学 部 教 育 に関 する基 本 方

針 等 を検 討 する。 

研 究 科 長 、副 研 究 科 長 、教 務 委 員 会 委 員

長 、全 学 共 通 教 育 委 員 会 委 員 長 、学 生 部

委 員 会 委 員 、少 人 数 担 任 制 度 委 員 会 委

員 長 、入 試 専 門 小 委 員 会 委 員 長 、国 際 交

流 室  

教 務 委 員 会  

主 として３・4 回 生 カリキュラム編 成 の

実 務 を担 当 する。旧 教 育 設 備 委 員

会 が取 り扱 う事 項 も含 む。 

理 学 部 ・教 育 委 員 会 より選 出  

全 学 共 通 教

育 委 員 会  

全 学 共 通 科 目 の理 学 部 としての方

針 を提 起 し実 施 に責 任 を持 つ。併

せて理 学 研 究 科 としての全 学 共 通

教 育 に関 する意 見 を纏 める。 

理 学 部 ・教 育 委 員 会 の各 専 攻 より選 出 。

国 際 交 流 室 、高 等 教 育 研 究 開 発 機 構 全

学 共 通 教 育 システム委 員 会 委 員 、同 機 構

各 専 門 委 員 会 委 員  

理 学 部 ・教

育 委 員 会  

入 試 専 門 小

委 員 会  

理 学 部 入 学 試 験 に関 する政 策 的

事 項 の協 議 ・検 討  

理 学 部 ・教 育 委 員 会 より選 出 、入 学 試 験

実 施 委 員 会 委 員 、入 学 者 選 抜 方 法 研 究

委 員 会 委 員  

 
根拠資料７：学生アンケート P9-16,17（出典：平成 17,18,19 年度｢授業改善のための調査｣

学生アンケート報告書）  
 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

（水準） 期待される水準を上回る  
（判断理由） 本学部の教育目的達成ための教員組織及び事務支援組織は整備され機能し

ている。学生による授業評価アンケート等を基礎に、ファカルティ・ディベロップメント

や各教員へ授業改善にフィードバックする等、教員の教育活動の改善に向けて取り組む体

制は概ね機能している。「緩やかな専門化」という教育方針の円滑な実施と検討のために、

教務委員会・全学共通教育委員会・常任委員会・入試専門委員会の４小委員会を内包する

教育委員会を設置し機能するよう図っている。しかしながら、高い自発的学習能力と自己

管理能力を有する学生が減少してきたという最近の現状を鑑みるに、「緩やかな専門化」と

いう教育方針のさらなる徹底のためには、より一層の施策の充実を図る必要があると考え

ている。特に、学部学生と年齢の近い若手教員の不足は今後の重要な課題である。また、

観点において書いたように、常勤・非常勤の職員が、５名の少ない人数で 1300 人程度の学

生に対応しており、さらなるきめ細かい対応のためには、増員等の施策が必要である。 
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分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

(観点に係る状況) 「理学科のみの１学科制」に基づく「緩やかな専門化」という教育方

針の達成にむけて、理学の全分野を網羅する数理科学系、物理科学系、地球惑星科学系、

化学系、生物科学系を設け、基礎教育から専門教育までの実効的展開が図れる教育課程が

編成されている。その編成をまとめると下表の様になる。  
 
 
根拠資料８ :一般教育科目等の必要取得単位数  

 主に 1・2 回生時に取得  主に 3・4 回生時に取得  
一般教養科目（主に A 群科

目から取得）16〜24 単位  
 

外国語科目（主に C 群科目

から取得）12 単位  
 

一般教育科目  

保健体育科目（D 群科目か

ら取得）0〜4 単位  
 

自然科学を体系的に学ぶ科目  専門基礎科目（主に B 群科

目の中から理学の基礎科目

として本学部が認定した基

礎科目）24〜38 単位  

専門科目（本学部が提供す

る専門科目）54 単位以上  

 
一般教育科目、専門基礎科目は必ずしも１・２回生時にすべてをとる必要はなく、また、

専門科目を１・２回生がとることを禁止していない。１・２回生時では幅広い基礎教育を

行うために、一般教育科目や専門基礎科目等からバランスのとれた受講を推奨している。

また、高等学校で特定の理数教科を履修しなかった学生向けの講義を用意している。すべ

ての学生は３回生進学時に系登録をする必要があり、そのとき、一般教養科目 16 単位以上、

外国語科目 12 単位、専門基礎科目及び専門科目 32 単位以上、さらに、単位取得総計 65

単位以上が求められる。この系登録の条件は、専門教育における支障を少なくするために、

平成 16 年に、それまでより厳しい条件に変更されたものである。３回生時には、自然科学

を網羅する数理科学、物理科学、地球惑星科学、化学、生物科学の多様多数の専門科目群

からの幅広い受講を求めている。４回生時には、本学部唯一の必修科目である卒業研究科

目を取得する必要があり、これにより、専門化の程度を一層深め、研究の最前線に触れる

ことができる。 
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・科目番号1000位‐対象とする回生 ・科目番号100位‐担当教室
　1000番台‐1回生向 　0～99番‐共通又は専門基礎科目 3212 物理実験学1 3294
　2000番台‐2回生向 　100番台‐数学教室 3214 エレクトロニクス 3295
　3000番台‐3回生向 　200番台‐物理学教室 3215 物性物理学1 3296
　4000番台‐4回生向 　300番台‐宇宙物理学教室 3216 物性物理学2 3297
　5000番台‐卒業研究科目 　400番台‐地球物理学教室 3218 物理実験学2 3304 基礎宇宙物理学Ⅰ．自己重力
　7000番台‐特別講義 　500番台‐地質学鉱物学教室 3222 物理数学特論1 3305 基礎宇宙物理学Ⅱ．電磁流体力学

　600番台‐化学教室 3223 連続体力学 3306 基礎宇宙物理学Ⅲ．輻射／観測

　700番台‐生物系 3224 量子物性論
　800番台‐境界領域 3225 電磁気学3

3226 電磁気学4 3360 C1:天体測光観測

3227 物理学情報処理論2 3361 C2:天体撮像観測
3228 非線形科学 3362 C3:天体分光観測

1001 ☆線型代数学演習A 2601 有機化学ＩB 3229 プラズマ物理 3401 弾性波動論
1002 ☆線型代数学演習B 2602 物理化学Ⅰ（量子化学） 3230 宇宙物理入門 3402 地球流体力学
1051 ☆地球・惑星科学Ⅰ 2604 無機化学Ⅰ 3235 物理の英語 3403 電離気体電磁力学
1052 ☆地球・惑星科学Ⅱ 2605 物理化学Ⅱ 3238 熱・統計力学2理論演習 3405 地球熱学
1057 ☆地球・惑星科学Ⅲ 2606 生物化学ⅠA 3239 量子力学1理論演習 3407 測地学Ⅰ
1053 ☆現代化学セミナーA 2607 生物化学ⅠB 3240 量子力学2理論演習 3408 地震学Ⅰ
1054 ☆現代化学セミナーB 2702 分子生物学Ⅰ 3241 電磁気学3理論演習 3409 海洋物理学Ⅰ
1200 大学で学ぶ物理学 2703 分子生物学Ⅱ 3242 電磁気学4理論演習 3410 気象学Ⅰ
1700 自然人類学A 2704 分子遺伝学Ⅰ 3250 現代物理学 3411 地球電磁気学
1701 自然人類学B 2705 海洋生物学 3412 物理気候学
2100 集合と位相 2706 細胞生物学 3415 火山物理学Ⅰ
2102 代数学入門 2707 構造生物学 3260 3416 地形学
2104 幾何学入門 2708 無脊椎動物学 3261
2110 基礎数学からの展開A 2711 生物物理化学 3262
2111 基礎数学からの展開B 2712 生体分子科学 3263 3465 DA:固体地球系
2125 数学基礎演習Ⅰ 2730 基礎生物学実験Ⅰ 3264 3466 DB:流体地球系
2145 数学基礎演習Ⅱ 2731 基礎生物学実験Ⅱ 3265 3467 D1:重力と地殻変動
2209 解析力学1 2732 基礎生物学実験Ⅲ 3266 A4-1:粒子の加速 3468 D2:地球内部と地震発生
2210 解析力学2 2733 臨海実習第1部 3267 A4-2:高強度レーザー 3469 D3:地下構造と活構造・地表変動

2213 波動と量子論 3140 代数学Ⅰ 3268 3470 D4:地球熱学
2215 熱・統計力学1 3141 代数学Ⅱ 3269 3471 D5:海洋構造と変動システム
2217 物理のための数学1 3142 幾何学Ⅰ 3270 3472 D6:気象学総合演習
2218 物理のための数学2 3143 幾何学Ⅱ 3271 3473 D7:太陽惑星系のプラズマと電磁場

2219 物理学情報処理論1 3144 解析学Ⅰ 3272 3474 D8:気候システムと気候物理
2220 解析力学1理論演習 3145 解析学Ⅱ 3273 3500 岩石学Ⅰ
2221 解析力学2理論演習 3146 微分方程式論 3274 3501 岩石学Ⅱ
2222 熱・統計力学1理論演習 3147 函数解析学 3275 3502 鉱物学Ⅰ
2300 天文学概論 3180 代数学演義Ⅰ B　物性物理 3503 鉱物学Ⅱ
2402 計算地球物理学 3181 代数学演義Ⅱ 3280 3504 層序学
2403 計算地球物理学演習 3182 幾何学演義Ⅰ 3281 3505 地質調査法
2404 地球連続体力学 3183 幾何学演義Ⅱ 3282 3509 古生物学Ⅰ
2405 観測地球物理学 3184 解析学演義Ⅰ 3283 3510 古生物学Ⅱ
2406 観測地球物理学演習A 3185 解析学演義Ⅱ 3284 3512 地球テクトニクスⅠ
2407 観測地球物理学演習B 3118 函数論続論 3285 3513 地層学
2501 地質科学通論Ⅰ 3126 数値解析 3286 3514 地球テクトニクスⅡ
2502 地質科学通論Ⅱ 3110 計算機科学 3287 3530 岩石学実験Ⅰ
2503 グローバルテクトニクス 3206 量子力学1 3288 3531 岩石学実験Ⅱ
2505 基礎地質科学実習 3207 量子力学2 3289 3532 結晶学演習
2506 生物圏進化史 3209 量子力学特論1 3290 3534 地質科学野外巡検Ⅰ
2600 有機化学ⅠA 3211 熱・統計力学2 3291 3536 地球テクトニクス実習Ⅰ

3292 3539 古生物学実験
3293

3727 膜生物学 4219 量子力学特論3
3728 ゲノム科学 4220 量子光学・光物性

3561 E1:地質科学研究法１ 3730 再生生物学 4221 物理数学特論2
3562 E2:地質科学研究法２ 3731 細胞内情報発信学 4222 非平衡統計
3601 生物化学Ⅱ 3747 数理生物学 4223 物性物理学3
3602 生物化学Ⅲ 3755 植物分子遺伝学Ⅰ 4224 物性物理学4
3603 ケミカル・バイオロジー 3756 生物間相互作用 4302 太陽物理学
3604 化学実験法Ⅰ 3757 植物分子遺伝学Ⅱ 4303 恒星物理学
3605 化学実験法Ⅱ 3758 分子生物物理学 4304 銀河・星間物理学
3606 無機化学ⅡA 3760 生物学セミナーA 4306 観測的宇宙論
3607 無機化学ⅡB 3761 生物学セミナーB 4307 惑星物理学
3608 物性化学Ⅰ 3762 生物学実習A 4401 測地学Ⅱ
3609 物性化学Ⅱ 3763 生物学実習B 4403 地震学Ⅱ
3610 化学統計力学 3764 生物学実習C 4405 海洋物理学Ⅱ
3612 有機化学Ⅱ 3765 生物学実習D 4407 気象学Ⅱ
3613 有機化学Ⅲ 3766 生物学実習E 4409 太陽地球系物理学
3614 化学数学 3767 臨海実習第2部 4414 陸水学
3615 物理化学ⅢA 3768 臨海実習第3部 4415 火山物理学Ⅱ
3616 物理化学ⅢB 3769 臨海実習第4部 4417 活構造学
3617 量子化学Ⅰ 3770 野外実習第1部 4512 鉱物学特論
3618 量子化学Ⅱ 3771 野外実習第2部 4513 惑星科学基礎論
3620 分析化学Ⅰ 3775 陸水生態学実習Ⅰ 4514 変成岩岩石学
3621 分析化学Ⅱ 3772 陸水生態学実習Ⅱ 4518 地史学
3622 環境化学 3773 安定同位体実習 4531 鉱物学実習
3632 物理化学演習Ⅱ 3801 物質の創成と制御 4533 地質学機器分析法実習
3634 計算機化学演習 4120 代数幾何学Ⅰ 4534 地質科学野外巡検Ⅱ
3635 物理化学演習Ⅰ 4121 代数幾何学Ⅱ 4537 地球テクトニクス実習Ⅱ
3636 無機・物性化学演習 4122 整数論Ⅰ 4538 理論テクトニクス特論
3637 生物化学演習 4123 整数論Ⅱ 4603 無機化学Ⅲ
3639 化学実験A 4124 位相幾何学Ⅰ 4608 物理化学Ⅳ
3640 化学実験B 4125 位相幾何学Ⅱ 4609 有機化学Ⅳ
3641 化学実験C 4126 微分幾何学Ⅰ 4610 有機化学演習
3642 化学実験D 4127 微分幾何学Ⅱ 4611 物理化学演習Ⅲ
3700 植物系統分類学Ⅱ 4129 確率論
3701 脊椎動物系統学 4118 偏微分方程式
3703 動物行動学 4130 函数解析特論
3704 生態学Ⅰ 4104 解析学特論Ⅰ
3705 生態学Ⅱ 4105 解析学特論Ⅱ
3706 人類学第1部 4112 力学系
3707 人類学第2部 4115 非線型微分方程式
3708 陸水生態学 4109 数値解析特論
3709 遺伝情報維持機構論 4111 計算機科学特論
3710 分子情報学 4107 保険数学Ⅰ
3711 理論分子生物学 4108 保険数学Ⅱ
3713 発生生物学Ⅰ 4131 保険数学演習Ⅰ
3714 発生生物学Ⅱ 4132 保険数学演習Ⅱ
3715 植物生理学 4200 原子核物理学1
3716 動物発生進化論 4201 原子核物理学2
3717 植物分子生物学 4202 素粒子物理学1
3720 分子進化学 4203 素粒子物理学2
3721 環境生態学 4208 重力
3722 免疫生物学 4209 重力特論
3723 神経生物学 4212 ソフトマター
3726 分子遺伝学Ⅱ 4216 量子力学特論2

☆印の科目は専門基礎科目，それ以外はすべて専門科目。

科　目 科　目
科目
番号

科目
番号

根拠資料９　 理学部学部科目表
科目
番号

科　目
科目
番号

科　目

B8:自己組織化現象のダイナ
ミクス

B9:ソフトマター

物理科学課題演習
C　宇宙物理

物理科学課題演習
A　原子核物理
A1:素粒子の基本相互作用－
量子電磁力学 地球惑星科学課題演習

D　地球物理A2:アインシュタインは正しい
か？  －EPRパラドックスを検証
する－
A3:原子核と電磁場の相互
   作用

A5:自然における対称性

A6:自然界の4つの力

A7:宇宙X線放射過程

A8:宇宙ガンマ線放射

B1:相転移

B2:物質の光応答

B3:固体電子の量子現象

B4:高温超伝導と巨大磁気抵抗

B5:プラズマ

B6:量子エレクトロニクス

B7:低温物性・超流動

科目
番号

科　目
科目
番号

科　目

地球惑星科学課題演習
E　地質鉱物

科目
番号

科　目
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観点 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況) 「緩やかな専門化」に基づく多様多数の選択科目の配置は、学生の自

主性とニーズを尊重する本学部の教育課程の反映である。学部教育の最終段階で最先端の

学術研究に全学生がふれることができるように、卒業研究を必修化している。また、社会

や学会からの要請である次代を担う研究者あるいは高度な能力を有する人材の養成に向け

て、学問の先端領域あるいは関連領域を幅広くカバーできるようなリレー講義や他機関関

係者も交えた集中講義を実施している。さらに、数理科学系では、アクチュアリー養成の

ために保険会社から講師を招いて講義・演習をしている。  
 
 

根拠資料９：科目名Ｐ９-８（出典：教科の手引き） 

根拠資料１０：教員名簿・非常勤講師名簿 P9-18,19（出典：教科の手引き） 

根拠資料 11：卒業研究科目Ｐ９-20（出典：教科の手引き） 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

（水準） 期待される水準を上回る  
（判断理由） 教科の手引きや教務連絡に明示されているように、「緩やかな専門化」とい

う明確な教育課程の編成方針のもとにカリキュラムが組まれている。これらの専門基礎科

目・専門科目、多様多数の教養科目が適切に配置され、実験科目・演習科目等もバランス

良く用意されている。また、教養科目 16 単位以上・語学 12 単位の取得を卒業要件に含め

るなど一般教育課程の体系性は確保されている。学生の興味・意欲・能力・適性に応じて、

数理科学、物理科学、地球惑星科学、化学、生物科学各分野の比較的高度な内容を扱う専

門科目ならびに各専門分野の研究の最前線に接する課題研究を選択して学ぶという専門教

育を実施しており、授業の内容は教育課程の進度に応じたものになるよう工夫されている。

学生の自主性とニーズを尊重した教育方針の採用や、高等学校未修者用科目の提供、なら

びに外国を含む他大学で取得した単位の認定制度や転学部制度等を整備している。なお、

生物科学系では最近の進展に対処するために、教員 17 名が参加する通年６コマの「基礎生

物学」を設置して、１年次の学生を対象に体系的な教育に取り組むなど、高い教育水準の

維持につとめている。また、系登録のために 2 回生を対象とした専門分野紹介を兼ねた講

義が設けられている。学生の学力・気質は年々変化している。必ずしも学生におもねる必

要はないが、教育内容・方法が硬直的にならないように、組織および教員が今後も十分に

対応していく必要がある。  
 
 
 
分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 教育課程の内容や構成及び授業科目の内容や方法は教科の手引きに明

示されているように、本学部の教育目的に基づき、１・２回生時においては幅広く学問の

基礎を習得し、３・４回生時においては自らの興味・意欲と能力・適性に応じて 5 つの専

門分野（数理科学、物理科学、化学、地球惑星科学、生物科学）から１つの専門を選択し

て（系登録）、理学的素養を深化させ、理論的・実験的研究やフィールド実習等により学問

に対する情熱を沸き立たせられるように設定されている。実施にあたっては、通常１・２

回生の受講科目は教養科目・語学科目・専門基礎科目等の情報機器やメディアを利用した

講義と基礎的な演習・実習・実験が中心である。また、初修物理学など高校で特定の理科

科目を履修しなかった学生向けの科目も開講している。３回生以上については少人数指導

をキーワードに専門科目の講義・演習及び実験・実習を様々な形態で実施している。４回
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生には学部教育の集大成である数学講究・物理科学・地球惑星科学・化学・生物科学課題

研究と呼ばれる必修の所謂卒業研究を課し、指導教員（群）が担当している。フィールド

実習を含めた野外実習科目も用意されている。最終的にはいずれかの専門分野の研究の最

前線に接する課題研究を選択して学ぶという教育を実施しており、授業の内容は教育課程

の進度に応じたものになるよう工夫されている。これらの実施に当たっては TA も有効活用

されている。平成 19 年 12 月１日現在、全学共通教育に従事する TA には 86 名、理学部専

門教育に従事する TA には 218 名を配置している。TA は教員に協力して学部生の教育補助

を行っている。例えば、TA が有効活用されている例として以下がある。  
・ 数理科学系では、質問室を設けて TA の大学院生を配置し、予想以上の利用を得ている。  
・ 線形代数学演習では多くの学生に小テスト形式でそのスキルを学ばすために  TA を活

用している。 

・ 物理理論演習では、TA を導入し、多くの学生が学べる体制になった。 

根拠資料１2：TA 配置表 平成 19 年 12 月１日現在 （出典：理学研究科資料より） 

ＴＡ専攻別配置表

区分 Ｈ16 Ｈ17 H18 H19

数理科学系 56 65 49 49

地球惑星科
学系

44 46 55 55

物理科学系 32 49 54 64

化学系 54 62 66 67

生物科学系 56 56 61 69

合計 242 278 285 304
 

根 拠 資 料 11： 卒 業 研 究 科 目 P9- 2 0（ 出 典 ： 教 科 の 手 引 き ） 

 

 

観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 本学部は、学生に大きな選択の自由を与えるシステムを採用して自

学・自習の精神に基づく学習の充実を促しており、学生自らが単位の実質化に取り組める

よう配慮している。さらに、１・２回生時においては 10-13 人の学生に対して２名の教員

が担当する少人数担任制を採用して、必要に応じ学習方法やカリキュラム選択等のアドバ

イスをするなど、単位や科目履修の実質化等に関する教育的配慮を行っている。このシス

テムは京都大学では他に類を見ないものであり、最近の学生の気質の変化に対応し、１・

２回生の学生が我々の有する教育的資源を活用できるためのセーフティーネットとしての

機能を果たしている。３・４回生に対しては課題演習や課題研究等を通じた個別指導を系

毎に行っている。また、自主ゼミナール等の開催をサポートすることを含め自主学習を促

している。加えて、レポート課題等を出すことにより、自学・自習による学力の充実を促

している。情報演習室（283m2）には、95 台のパソコンが設置されており、正課や自主的

な勉学に利用されている。また、本学部教育の特徴として掲げている自学・自習の学風に

則り、種々の講義に出席する以外にも自主的自律的に学修し単位の実質化が一層図れるよ

うに、教科の手引きに推薦図書を提示し、自主ゼミナールの企画実施を推奨している。そ

の結果、平成 17 年度には 34 件の自主ゼミナールが申請され、６号館講義室等を使用して

行われた。 

 
根拠資料 13：自主ゼミナール、推薦図書 P9-21 (出典：教科の手引き)
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 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

（水準） 期待される水準を上回る  
（判断理由） 講義・演習・実験等をバランスよく組み合わし、体系化されたカリキュラ

ムとなっており、授業の内容は教育課程の進度に応じたものになるよう工夫されている。

さらに、少人数担任制等により科目選択や学習面のアドバイスを行いつつ、学生自らの興

味・意欲と能力・適性に応じて５つの専門分野（数理科学、物理科学、化学、地球惑星科

学、生物科学）から１つの専門を選択し（系登録）、各専門分野の研究の最前線に接すると

いう専門教育を実施している。学生の履修や進路のアドバイス面も含め、教育の内容や方

法ならびに体制は適切だと思われる。本学部は学生に大きな選択の自由を与えるシステム

を採用して、自学・自習の精神に基づく学習の充実を促しており、学生自らが単位の実質

化に取り組めるよう配慮している。加えて、高等学校での特定理科教科未修者に対しての

科目を開講し、自主ゼミナール等の開催をサポートすることや、レポート課題等を通じて、

自学・自習を支援するなど、多面的な配慮を行っている。ある系では、大学院生を演習や

実験及び卒業研究等の TA として多数採用することにより、レポートの添削指導も含めて一

層きめ細かい少人数指導が可能になり、クラス定着率が向上するなどの成果を得ている。

さらに、自主ゼミナールのための推薦図書も教科の手引きに掲載している。しかしながら、

本研究科・学部の教育・研究のためのスペースは慢性的に不足しており、その有効利用を

積極的に行っているが、学部学生が自由に使えるゼミナール室は十分であるとは言えない。 

 

 

 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 学生の単位取得状況・卒業後の進路等に関しては、第二教務掛と教務

委員会が把握し、教育成果についての検討も随時行っている。学習の達成状況については、

１・２回生時には少人数担任制の担任教員が、３回生以降の専門課程時は各系の教員が、

卒業時には課題研究・数学講究の指導教員（群）が把握して、必要に応じて学生に助言し

ている。学生は３回生になる段階で学系に所属するが、その際の条件として所定の単位数

を取得していることが求められる制度となっている。この制度下で平成 18 年度に系登録で

きた新３回生数は 256 名、卒業した学生数は 288 名であった。平成 17 年度末の新３回生の

系登録率は 86.1%, 平成 13 年度入学者が留年せずに卒業した割合は 77.6%であった。この

ように、少人数指導体制後、進級率が向上した。なお、平成 13 年度入学者（平成 16 年度

卒業生）の取得単位数の分布状況は、卒業に必要な単位数 132 単位以上を取得した学生は

267 名（卒業資格は取得したが留年を選択した学生 12 名を含む）で、そのうち 52.4%は 140

単位以上、25.5%は 150 単位以上取得している。一方 132 単位に満たなかった学生数は 44

名であった。「緩やかな専門化」という方針により、学生は必然的に多くの単位をとるよう

になる。上記の数はまずまずであると考えている。さらに、卒業研究の水準は概ね良好と

の報告を各指導教員から受けている。 
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根拠資料 14：卒業時認定取得単位数 （出典：理学研究科資料より） 

 

平成１６年度卒業生 

単位数 132-139 140-149 150-159 160-169 １７０以上 

人数 127 72 34 13 21

平成１７年度卒業生 

単位数 132-139 140-149 150-159 160-169 １７０以上 

人数 160 49 36 16 26

平成１８年度卒業生 

単位数 132-139 140-149 150-159 160-169 １７０以上 

人数 138 60 38 17 30

平成１９年度卒業生  
単位数 132-139 140-149 150-159 160-169 １７０以上 

人数 155 59 27 18 21

 

観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 平成 17 年度から学部全体で学生による授業内容や学業の成果等に関

する授業評価アンケートを実施し、その結果を授業評価報告書にまとめている。さらに、

教育委員会による分析結果にもとづいてファカルティ・ディベロップメントを開催し、教

育の内容や方法の情報交換や改善を行っている。そのアンケート結果によれば、教育の効

果に関する学生の評価は、ばらつきはあるものの、概ね良好である。各講義に関する学生

のアンケート結果は担当教員へ伝えられ、授業の改善に役立てるようにファカルティ・デ

ィベロップメント等で促している。また、多くの教員が学期末に感想文形式による受講者

の授業評価を行っており、その結果を教育の質の向上に自主的に活用している。 

 

根拠資料 7：学生アンケート P9-16,17（出典：平成 17,18,19 年度｢授業改善のための調査｣

学生アンケート報告書） 

根拠資料 15：ファカルティ・ディベロップメント（出典：ファカルティ・ディベロップメ

ント記録） 
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根拠資料１5　授業改善のためのＦＤ次第

日時：平成１９年１１月１５日(木）教授会終了後
会場：理学研究科６号館南棟４０１講義室
参加者：理学部兼担教員（教授・准教授・講師・助教）

開会　（進行）　教育委員会・常任委員会委員長　今井憲一教授

挨拶　　　　　　　理学部長　加藤重樹教授

授業改善のための調査：ＷＧからの報告及び問題提起
　全般及び数理科学系　　ＷＧ座長　三輪哲二教授
　物理科学系　　　　　　　　物理科学系教員
　地球惑星科学系　　　　　ＷＧ委員　中西一郎教授
　化学系　　　　　　　　　　　ＷＧ委員　熊崎茂一准教授　
　生物科学系　　　　　　　　ＷＧ委員　片山一道教授

意見交換

まとめ　　教育委員会・常任委員会委員長　今井憲一教授

閉会

資料　平成１８年度後期｢授業改善のための調査｣学生アンケー
ト報告書　京都大学理学部｢授業改善のための調査｣ワーキン
ググループ　平成１９年７月発行

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

（水準） 期待される水準を上回る  
（判断理由） 平成 17 年度に２回生から３回生への専門学科目への系統録ができなかった

学生の割合は 13.9％、4 年間で卒業できなかった学生は 22.4%（卒業資格は取得したが留

年を選択した学生 12 名を含む）であった。両者共に少なくはないが、系登録できた学生の

比率は、平成 13 年度から平成 17 年度に入学した学生について 82.7、86.1、87.7、85.3、

86.1%と推移しており、平成 16 年に系登録の条件を厳しくしたのにもかかわらず、改善傾

向が認められる。これには平成 15 年度から１・２回生に導入した少人数担任制度が機能し

た可能性が高い。 しかしながら、18 年度入学生については系登録率が減少している。こ

の学年は、ゆとり教育の影響を最も受けたいわゆる「2006 年問題」の年の学生である。今

後、より緻密な少人数担任制度に基づく指導の必要性を示唆している。平成 19 年度の卒業

生 283 名のうち 231 名（81.6%）は、理学系の専門的な学問をさらに学ぶために国内の主要

大学院に進学している。このように、卒業生の大多数は、専門的な学問をさらに学ぶため

に大学院に進学し、優れた研究成果を挙げる等、教育の成果は上がっていると判断できる。 
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根拠資料 16：理学部卒業生の進路状況一覧表 （出典：理学研究科資料より） 

平成１７年３月理学部卒業者 人数 平成１８年３月理学部卒業者 人数 平成１９年３月理学部卒業者 人数 平成２０年３月理学部卒業者 人数

京大理学研究科 178 京大理学研究科 184 京大理学研究科 180 京大理学研究科 181

京大生命科学研究科 18 京大生命科学研究科 17 京大生命科学研究科 19 京大生命科学研究科 17

京大情報学研究科 3 京大情報学研究科 14 京大情報学研究科 7 京大情報学研究科 3

京大エネルギー科学研究科 4 京大エネルギー科学研究科 7 京大エネルギー科学研究科 3 京大エネルギー科学研究科 5

京大工学研究科 3 京大工学研究科 1 京大工学研究科 2 京大文学研究科 1

京大法学部 1 京大農学研究科 2 京大経済学研究科 1 京大経済学研究科 1

京大人間環境学研究科 3 京大人間環境学研究科 1 京大人間環境学研究科 1 京大人間環境学研究科 4

京大アジアアフリカ 1 京大公共政策 1 京大薬学研究科 2 京大農学研究科 1

京大医学部 1 京大医学部 2 京大経営管理教育部 1 京大経営管理教育部 2

東京大学 10 東京大学 13 京大医学部 2 東京大学大学院 13

大阪大学 2 大阪大学 5 東京大学 15 奈良先端大学院大学 1

筑波大学 2 東京工業大学 1 総合研究大学院大学 1 大阪大学大学院 4

大宮法科大学院 1 九州大学 1 神戸大学 1 名古屋大学大学院 1

総合研究大学院大学 1 総合研究大学院大学 1 テュービンゲン大学 1 京大・文 学士入学 1

名古屋大学 1 ワシントン大学 1 未定 20 岐阜大学医学部医学科 1

東北大学 1 未定 11 研究生 3 京都府立医大医学部 1

名城大学 1 就職 25 就職 24 未定 19

奈良先端大学 1 合計 287 合計 283 就職 24

未定 14

科目等履修生 2 合計 280

就職 19

合計 267

理学部卒業生の進路

 
分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況) 理学部卒業生進路状況一覧表（根拠資料 17）に示されるように、例え

ば平成 17 年度の卒業生 267 名のうち 232 名（86.9%）は、理学系の専門的な学問をさらに

学ぶために大学院に進学しており、本学部の教育目的にかなっている。物理系や生物科学

系では大学院進学率は約 90%と極めて高い。 

 
根拠資料 16：理学部卒業生の進路状況一覧表（Ｐ9-14） 

 

 

観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 卒業生の大多数は大学院に進学するため、学部卒業と同時に就職する

学生の割合は少なく、また就職先も多様なため、卒業生や就職先からの組織的な聴取は行

っていない。しかしながら、就職先の人事担当者または卒業生が就職案内のために本学部

を訪問する機会は多く、その際に卒業者および就職先の人事担当者から、卒業者に関する

意見聴取を随時行っている。また、同窓会等で卒業生が大学を訪問する際に教育に対する

意見聴取をしばしば行っている。これらの聴取結果は教務委員会・教育常任委員会等で随

時検討している。また、卒業生の多くが他大学の教員になっており、学会等で多様な意見

交換を行っている。数理科学系では、アクチュアリー養成用の講義・演習を行っており、

在学中にアクチュアリー試験合格者がでるなど、関係者からの評価が高い。  
 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

（水準） 期待される水準を上回る  
（判断理由） 卒業生の多くが理学研究科および関連する分野の大学院へ進学しており、

進学先での学力面や能力に関する評価は概ね良好である。また、学部卒業直後に就職した

卒業生に対する人事担当者の評価も概ね良好である。ただし後者に関しては、卒業生を受

け入れた企業等の人事担当者に聞き取り対象が偏っていることに留意する必要があるが、

研究者の養成ならびに理系分野の優秀な人材育成に貢献するという本学部の教育目的に沿

った成果が上がっていると判断する。  
 
根拠資料 15：理学部卒業生の進路状況一覧表（Ｐ9-14）
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Ⅲ 質の向上度の判断 

 
緩やかな専門化と少人数指導体制を教育課程および教育方針の軸として、豊富な教授陣

による次代を見据えた質の高い教育の実施している．これにより、科学知の創生と活用能

力に優れた多くの人材を世に送り出している。以下では、質の向上に関する事例を記す。 

 
①  事例 1「緩やかな専門化」（分析項目 I, II, III,IV）  
(質の向上があったと判断する取組 ) 

「緩やかな専門化と少人数指導体制」及び体系的に編成された多種多数の授業科目の適

切な形態での授業展開により、最終的には学生の意欲と適性に応じた専門分野の最先端研

究前線に接するという教育指導を行っている。その結果、「自然科学分野における基礎体系

を深く習得しそれを創造的に展開する能力及び各々の知識を総合化し新たな知的価値を作

り上げる能力」を有した理学士を毎年 300 名程度養成し、そのうち８割以上が本学理学研

究科をはじめ、国内の主要大学の理学系大学院に進学している。 

 

②  事例 2「少人数担任制度」（分析項目 I, II, III,IV）  
（向上があったと判断する取組 ) 
 本学部の教育特徴である「自由な雰囲気の下で学問的創造を何よりも大切にし、自律的

学修を推奨される学風」は、高い自発的学習能力と自己管理能力を有しない学生には、そ

ぐわないところがあり、少なくない学生が系登録で躓く傾向が見られた。しかしながら、

少人数担任制度を導入により、系登録の条件を厳しくしたのにも関わらず、根拠資料４ (３
年次での系登録者数 )からわかるように、系登録率は概ね良好であり、少人数担任制度が有

効に働いている。  
 

 

③  事例 3「アクチュアリー」（分析項目 I, II, III,IV） 

（向上があったと判断する取組 ) 
 数理科学系では、連携・併任の教員として、保険会社より人を招いて、アクチュアリー

の講義・演習を行っている。その結果、学生は在学中にいくつかのアクチュアリー試験に

合格しており、関係者から高い評価を得ている。そのこともあり、根拠資料４ (３年次での

系登録者数 )からわかるように、従来、少なかった数理科学系の登録者数に増加の傾向が見

られる。 
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根拠資料７：学生アンケート（出典 :平成 17,18,19 年度「授業改善のための調査」学生ア

ンケート報告書）  
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根拠資料 10 教員名簿 (平成 19 年 4 月 1 日予定 )    氏名 :専門  
数学教室  
教授   池田保 :数論 磯祐介 (兼 ):数値解析   上正明 :微分位相幾何学   上田哲生 :複素解析学   上野健爾 :複素多

様体論 大内修 (客 ) :保険数学   大嶋孝造 (連 ):保険数学   加藤和也 :整数論  加藤信一 :表現論    
木上淳 (兼 ):フラクタル解析   熊谷隆 :確率論 河野明 :位相幾何学   國府寛司 :力学系理論 齋藤裕 :数論   
重川一郎 :確率論  宍倉光広 :力学系 堤誉志雄 :微分方程式論 中島啓 :微分幾何学西和田公正 :微分方程
式論   深谷賢治 :幾何学   吉田敬之 :数論 松木敏彦 :代数解析学，表現論   丸山正樹 (兼 ):代数幾何学 三
輪哲二 :代数解析学 森脇淳 :代数幾何学  

准教授  浅岡正幸 :微分位相幾何学，力学系   泉正己 :作用素環論   梅田亨 :函数解析   大鍛冶隆司 :微分方程式論 
加藤毅 :微分幾何学 加藤文元 :代数幾何学 塩田隆比呂 :微分方程式論   高村茂 :微分位相幾何学 中西
賢次 :微分方程式論 西村進 :計算機科学   西山享 :表現論   畑政義 :非線型数学   日野正訓 (兼 ) :確率論 
藤井道彦 :微分位相幾何学   南嘉博 (連 ):保険数学   望月拓郎 :幾何学 山﨑愛一 :数論  
吉田伸生 :確率論  

講師   稲場道明 :代数幾何学  岸本大祐 :位相幾何学   久保雅義 (兼 ):数値解析   平賀郁 :数論若野功 (兼 ):数値
解析  
助教   荒井迅 :力学系 伊藤哲史 :数論幾何学   稲生啓行 :複素力学系   井上義也 :複素多様体 太田慎一 :幾何

学 川口周 :代数幾何学  菊地克彦 :函数解析学 小池達也 :代数解析学   原田雅名 :位相幾何学  
藤原宏志 (兼 )数値解析  吉原英昭 :非線型問題，数値解析  

物理学第一教室  
教授   石田憲二 (兼）固体物理学   太田隆夫 :非平衡統計物理学   小貫明 :物性理論   川上則雄 :物性理論 高橋

義朗 :量子光学   田中耕一郎 :光物性 前川孝 (兼 ) :プラズマ物理学   前野悦輝 :固体物理学   
松田祐司 :低温物理学   八尾誠 :不規則系物理学   山本潤 :ソフトマター物理   吉川研一 :時空間秩序・生
命物理  

准教授  池田隆介 :物性理論   佐々木豊 (兼 ):低温物理学   篠本滋 :非線形動力学   芝内孝禎 :固体物理学 瀬戸秀
紀 :時空間秩序・生命物理 田中仁 (兼 ):プラズマ物理学   藤定義 :流体物理学   

 松原明 (兼 ):低温物理学  
助教    池田浩章 :物性理論   打田正樹 (兼 ):プラズマ物理学 大政義典 :不規則系物理学   北畑裕之 :時空間秩

序・生命物理 北村光 :物性理論  古賀昌久 :物性理論   白井正伸 :光物性   高須洋介 :原子物理    
中尾裕也 :非線形動力学 永井正也 :光物性 永谷清信 :不規則系物理学  藤本聡 :物性理論   松本剛 :流体
物理学  

物理学第二教室  
教授   今井憲一 :原子核物理学 川合光 :素粒子論   小山勝二 :宇宙線物理学  笹尾登 :高エネルギー物理学 谷

森達 :宇宙線物理学   中村卓史 :天体核物理学   畑浩之 :素粒子論  
准教授  犬塚修一郎 :天体核物理学   小林達夫 :素粒子論   菅沼秀夫 :原子核理論   田中貴浩 :天体核物理学 鶴   

剛 :宇宙線物理学   中家剛 :高エネルギー物理学  福間將文 :素粒子論   松柳研一 :原子核理論  
講師   藤原義和 :原子核理論  
助教   井岡邦仁 :天体核物理学 窪秀利 :宇宙線物理学   高柳匡 :素粒子論 巽敏隆 :原子核理論 谷田聖 :原子

核物理学 南條創 :高エネルギー物理学   野村正 :高エネルギー物理学   松本浩典 :宇宙線物理学   
   身内賢太朗 :宇宙線物理学 村上哲也 :原子核物理学   山田良透 :天体核物理学   横山将志 :高エネルギー

物理学  
宇宙物理学教室  
教授   稲垣省五 :宇宙物理学 植松恒夫 :素粒子論   青山秀明 :素粒子論 長田哲也 :銀河・星間物理学  
准教授  太田耕司 :銀河天文学 岩室史英 :赤外線天文学 戸谷友則 :宇宙物理学 早田次郎 :天体核物理学 武末

真二 :統計物理学  上田佳宏 :Ｘ線天文学  
助教       加藤太一 :恒星物理学   菅井肇 :銀河物理学    冨田良雄 :天体物理学    杉山勝之 :素粒子論  
地球物理学教室  
教授   淡路敏之 :海洋物理学 里村雄彦 :物理気候学 中西一郎 :地震学 平原和朗 :地震学 福田洋一 :測地学 

町田忍 :太陽地球系物理学   余田成男 :気象学  
准教授  秋友和典 :海洋物理学 石岡圭一 :気象学  久家慶子 :地震学 堤浩之 :活構造学，地殻物理学  
講師   藤森邦夫 :測地学  
助教   石川洋一 :海洋物理学 根田昌典 :海洋物理学 齊藤昭則 :太陽地球系物理学   内藤陽子 :気象学  西

憲敬 :物理気候学 東敏博 :測地学  
地質学鉱物学教室  
教授   北村雅夫 :鉱物学 小畑正明 :岩石学 平島崇男 :岩石学   田上高広 :テクトニクス，地球年代学  
准教授  山路敦 :テクトニクス，惑星地質学   前田晴良 :地層学   下林典正 :鉱物学   三宅亮 :鉱物学  
助教   松岡廣繁 :地史学，古生物学   堤昭人 :テクトニクス   成瀬元 :地層学   河上哲生 :岩石学  
化学教室  
教授   有賀哲也 :表面化学 井上丹 (兼 ):生化学，分子生物学 大須賀篤弘 :有機化学 加藤重樹 :理論化学 齋藤

軍治 :有機合成物理化学   杉山弘 :ケミカル・バイオロジー   竹腰清乃理 :物理化学  
谷村吉隆 :化学物理理論 寺嶋正秀 :物理化学 花田禎一 :無機材料化学   林民生 :有機化学   松本吉泰 : 
分子分光学 丸岡啓二 :有機化学 三木邦夫 :生物構造化学，X 線結晶学   吉村一良 :無機物性化学  

准教授  安藤耕司 :化学反応量子理論   奥山弘 :表面化学 陰山洋 :無機固体化学 熊﨑茂一 :生体関連光化学 忍
久保洋 :有機化学    白石英秋 (兼 ):生化学，分子生物学   白川英二 :有機化学  
中西和樹 :無機材料化学 馬場正昭 :物理化学 林重彦 :理論化学   板東俊和 :ケミカル・バイオロジー  

講師   加納太一 :有機化学  竹田一旗 :生物構造化学   西村貴洋 :有機化学  
助教   荒谷直樹 :有機化学 今城文雄 :構造有機化学 金森主祥 :無機材料化学 金賢得 :量子化学 久保厚 :物

理化学   齊藤博英 (兼）生化学・分子生物学   新谷亮 :有機化学   篠原憲一 :ケミカル・バイオロジー 西
山雅祥 :生物物理 八田振一郎 :表面化学  藤橋雅宏 :生物構造化学 前里光彦 :固体物性学 道岡
千城 :物性化学  山本武志 :理論化学 吉村洋介 :物理化学  

動物学教室  
教授   佐藤矩行 :発生生物学 堀道雄 :動物生態学 稲葉カヨ (兼 ):免疫生物学   山極壽一 :人類学 今福道夫 :動

物行動学 片山一道 :人類学  
准教授  疋田努 :動物系統学 (脊椎動物特に爬虫類 ) 久保田洋 :発生生物学 (両生類の初期発生 ) 曽田貞滋 :
動物生態学 中務真人 :人類学   張秋梅 :放射線生物学 渡辺勝敏 :動物生態学  

森  哲 :動物行動学 (爬虫類学 ) 中川尚史 :霊長類学 佐藤ゆたか :発生生物学  
講師   高原和彦 (兼 ):分子生物学  
助教    荻原直道 :人類学 (生体力学 )  伊豫田智典 (兼 ):免疫生物学  戸田守 :動物系統学  中村美知夫 :人類学 

將口栄一 :発生生物学  
植物学教室  
教授   長谷あきら :植物生理学，光生物学    戸部博 :植物系統分類学   西村いくこ :植物細胞生物学  
講師   井上敬 :発生生物学 (細胞性粘菌の発生 ) 
助教   野口順子 :植物系統分類学   望月伸悦 :植物分子遺伝学   槻木竜二 :植物分子遺伝学   嶋田知生 :植物細胞
生物学  阿部光知 :植物遺伝学  鈴木友美 :植物分子生物学   東浩司 :植物系統分類学  

田村謙太郎 :植物細胞生物学  
生物物理学教室  
教授   藤吉好則 :構造生物学   西田栄介 (兼 ):生化学，分子生物学   平野丈夫 :神経生物学   七田芳則 :光生物学 

石川冬木 (兼 ):遺伝分子生物学   森和俊 :分子生物学   上村匡 (兼 ) :発生遺伝学    
阿形清和 :再生生物学・発生生物学  

准教授  千坂修 (兼 ) :分子発生生物学   中世古幸信 (兼 ) :分子生物学   吉田秀郎 :分子生物学   土井知子 :構造生物
学 船山典子 :発生生物学  今元泰 :光生物学   高田彰二 :理論生物物理学
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講師   佐藤智 :膜生物物理学  
助教   岩部直之 :分子進化学   宮田愛彦 (兼 ):生化学，分子細胞生物学   日下部杜央 (兼 )分子細胞生物学 加納

純子 (兼 ):分子生物学   鍋谷彰 (兼 ):分子生物学 田川義晃 :神経生物学 岡田徹也 :分子細胞生物学 山
下高廣 :生化学   川口真也 :神経生物学  碓井理夫 (兼 ):発生遺伝学  

国際交流室  
地球熱学研究施設  
教授   竹村惠二 :地球熱学，第四紀地質学     准教授 大沢信二 :地球熱学，地球化学     助教 川本竜彦 :地球
熱学，実験地球化学   柴田知之 :地球熱学，同位体岩石学   山本順司 :地球熱学，同位体地球科学  
地球熱学研究施設火山研究センター  
教授   鍵山恒臣 :地球熱学，火山物理学     准教授  古川善紹 :地球熱学，数理地球惑星学   大倉敬宏 :地球熱

学，火山物理学      助教   宇津木充 :地球熱学，地球電磁気学  
天文台 (花山天文台，飛騨天文台 ) 
教授   柴田一成 :太陽宇宙プラズマ物理学     准教授  北井礼三郎 :太陽物理学      助教   上野悟 :太陽

物理学 永田伸一 :太陽物理学   野上大作 :天体物理学  
地磁気世界資料解析センター  
教授       家森俊彦 :地球電磁気学       助教  竹田雅彦 :地球電磁気学 能勢正仁 :磁気圏物理学  
 
非常勤講師 (学内 )(平成 19 年 4 月 1 日予定 )  氏名 :所属 :身分 :専門  
低温物質科学研究センター  

寺嶋孝仁 :教授 :固体物理学 矢持秀起：教授：合成有機物理化学   佐々木豊：准教授：低温物理学 松原明：准
教授：低温物理学  伊藤忠直：准教授：生物物理学  

フィールド科学教育研究センター :  
白山義久 :教授 :海洋底生生物学   久保田信 :准教授 :無脊椎動物分類学   宮崎勝己 :講師 :無脊椎動物比較形態学 
大和茂之 :助教 :無脊椎動物分類学  深見裕伸 :助教 :無脊椎動物進化形態  

基礎物理学研究所 :二宮正夫 :  教授 :素粒子論   嶺重慎 :教授 :宇宙物理学  
数理解析研究所 :  向井茂 :教授 :代数幾何学   岡本久 :教授 :数値解析   山田道夫 :教授 :流体物理学   竹井義次 :准教授 :

微分方程式論 岩田覚 :准教授 :離散最適化  長谷川真人 :准教授 :計算機科学    
永田雅嗣 : :助教 :位相幾何学  阿部健 :助教 :代数幾何学  

原子炉実験所  
大久保嘉高 :教授 :原子核物理学   瀬戸誠 :教授 :核物性物理学   谷口秋洋 :准教授 :原子核物理学 北尾真司 :助教 :核
物性物理学  小林康浩 :助教 :核物性物理学   谷垣実 :助教 :原子核物理学  

国際融合創造センター  石田憲二 :教授 :固体物理学   木村佳文 :准教授 :物理化学  
化学研究所附属先端ビームナノ科学センター  

野田章 :教授 :加速器・ビーム物理学   阪部周二 :教授 :レーザー理工学   岩下芳久 :准教授 :加速器・ビーム物理学 
橋田昌樹 :准教授 :レーザー理工学   白井敏之 :助教 :加速器・ビーム物理学   
時田茂樹 :助教 :レーザー理工学  

化学研究所附属元素科学国際研究センター  金光義彦 :教授 :半導体物理学  
防災研究所  

James J.Mori:教授 :地震学   岩田知孝 :教授 :応用地震学   石原和弘 :教授 :火山噴火予知計測 石川裕彦 :教授 :応
用気象学   諏訪浩 :准教授 :陸水物理学  福岡浩 :准教授 :環境地圏科学 林泰一 :准教授 :応用気象学    
柳谷俊 :准教授 :地球内部物理学   澁谷拓郎 :准教授 :地震学  
井口正人 :准教授 :火山噴火予知計測  

生存圏研究所  塩谷雅人 :教授 :大気物理学  
ウイルス研究所  影山龍一郎 :教授 :分子生物学   生田宏一 :教授 :免疫学   大野睦人 :教授 :分子生物学   眞貝洋一 :

教授 :分子生物学   秋山芳展 :准教授 :細胞生物化学  
生命科学研究科  米原伸 :教授 :分子細胞生物学  
再生医科学研究所  永田和宏 :教授 :分子細胞生物学  
農学研究科  鰺坂哲朗 :助教 :水産植物学  
化学研究所  

宗林由樹 :教授 :水圏分析化学   時任宣博 :教授 :有機化学   中原勝 :教授 :水と水溶液の化学 梅田真郷 :教授 :生化学，
分子生物学   五斗進 :准教授 :生物情報科学   中村薫 :准教授 :有機化学  
竹内研一 :助教 :分子生物学，分子行動学   加藤詩子 :助教 :生化学，細胞生物学  

生態学研究センター  
山村則男 :教授 :数理生物学 (進化生物学 )  清水勇 :教授 :環境生理学   大串隆之 :教授 :昆虫生態学 永田俊 :教授 :微
生物生態学   北山兼弘 :教授 :森林生態学   高林純示 :教授 :化学生態学 椿宣高 :教授 :動物生態学    
山内淳 :准教授 :数理生態学   陀安一郎 :准教授 :同位体生態学 酒井章子 :准教授 :生態学   奥田昇 :准教授 :水域生態
学   藤田昇 :助教 :植物生態学  

総合博物館   大野照文 :教授 :古生物学   中坊徹次 :教授 :魚類学   永益英敏 :准教授 :植物分類学 本川雅治 :助教 :動物
系統分類学   角谷岳彦 :助教 :昆虫生態学  
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科目
番号

テ　　ー　　マ 単位 備考

5111 代数学講究 20
科目
番号

テ　　ー　　マ 単位 備考

5112 幾何学講究 20 5600 1:有機物性化学 12

5113 解析学講究 20 5601 2:生物構造化学 12

5114 計算機科学講究 20 5602 3:量子化学 12

5603 4:理論化学 12

5604 5:分子分光学 12

科目
番号

テ　　ー　　マ 単位 備　　考 5605 6:物理化学 12

P　原子核科学 5606 7:光物理化学 12

5200 P1:自然における相互作用Ⅰ 12 5607 8:分子構造化学 12

5201 P2:自然における相互作用Ⅱ 12 5608 9:電子スピン化学 12

5202 P3:素粒子と原子核 12 5609 10:金相学 12

5203 P4:原子核の世界 12 5610 11:表面化学 12

5204 P5:天体核現象 12 5611 12:無機物質化学 12

5205 P6:高エネルギー天体物理 12 5612 13:有機合成化学 12

Q　物性科学 5613 14:有機化学 12

5210 Q1:不規則系の物性 12 5614 15:集合有機分子機能 12

5211 Q2:光物性 12 5615 16:生物化学 12

5212 Q3:固体電子物性 12 5616 17:遺伝子動態学 12

5213 Q4:超伝導と磁性 12

5214 Q5:プラズマ 12

5215 Q6:レーザー分光 12
科目
番号

テ　　ー　　マ 単位 備　　考

5216 Q7:低温物理 12 5700 1:植物系統分類学 12

5217 Q8:時空間秩序・生命現象の物理 12 5701 2:動物系統学 12

5218 Q9:非線型・非平衡現象の理論 12 5702 3:動物生態学 12

5219 Q10:ソフトマターの階層構造と揺らぎ 12 5703 4:生態科学 12

5220 Q11:凝縮系の理論 12 5704 5:自然人類学 12

5221 Q12:凝集系の分子分光 12 化学教室 5705 6:霊長類行動生態学 12

5222 Q13:分子集合体および無機化合物の構造と物性 12 化学教室 5706 7:動物行動学 12

5223 Q14:固体・表面のナノ構造解析 12 化学教室 5707 8:海洋生物学 12

5224 Q15:液体の物理化学・理論生物物理化学 12 化学教室 5708 9:免疫生物学 12

5225 Q16:化学物理理論 12 化学教室 5709 10:動物の発生と進化 12

S　宇宙科学 5710 11:植物生理機能学 12

5251 S2:太陽物理 12 5711
12:細胞性粘菌における細胞分化
と形態形成

12

5252 S3:恒星物理 12 5712 13:植物分子遺伝学 12

5253 S4:銀河物理 12 5713 14:植物細胞分化の分子生物学 12

5254 S5:理論天文学 12 5714 15:分子細胞生物学 12
本年度開

講せず
5715 16:放射線生物学 12

5716 17:細胞分子構造生物学 12

科目
番号

テ　　ー　　マ 単位 備　　考 5717 18:分子情報学 12

T　地球惑星科学（地球物理学） 5718 19:ゲノム情報発現学 12

5400 T1:地球・惑星プラズマ 12 5719 20:細胞シグナル伝達の分子生物学 12

5401 T2:地球・惑星電磁場 12 5720 21:神経生物学 12

5402 T3:大気物理 12 5721 22:多細胞体構築の分子発生遺伝学 12

5403 T4:気候物理 12 5722 23:遺伝分子生物学 12

5404 T5:海洋物理 12 5723 24:幹細胞と幹細胞化の分子細胞生物学 12

5405 T6:地震・地球内部 12 5724 25:理論生物物理学 12

5406 T7:測地 12

5407 T8:地表変動・固体地球物理・火山物理 12

T　地球惑星科学（地質学鉱物学）

5500 T11:地球テクトニクス 12

5501 T12:岩石学 12

5502 T13:鉱物学 12

5503 T14:地層学 12

5504 T15:地史学 12

上村　匡，千坂　　修，碓井　理夫

高田　彰二，岩部　直之

石川　冬木，加納　純子，鍋谷　　彰

阿形　清和，船山　典子

七田　芳則，今元　　泰，山下　高廣

森　　和俊，吉田　秀郎，岡田　徹也

西田　栄介，宮田　愛彦，日下部杜央

平野　丈夫，田川　義晃，川口　真也

西村いくこ，嶋田　知生

中世古幸信

張　　秋梅

藤吉　好則，土井　知子，佐藤　　智

佐藤　矩行，久保田　洋，佐藤ゆたか

長谷あきら，望月　伸悦，鈴木　友美

井上　　敬

槻木　竜二

山極　壽一，中川　尚史，中村美知夫

今福　道夫，森　　　哲

白山　義久，久保田　信，宮崎　勝己，大

和　茂之，深見　裕伸

稲葉　カヨ，高原　和彦，伊豫田智典

疋田　　努，戸田　　守

堀　　道雄，曽田　貞滋，渡辺　勝敏

北山　兼弘，酒井　章子，藤田　　昇，
山村　則男，山内　　淳，永田　　俊，
奥田　　昇，椿　　宜高，陀安　一郎，
大串　隆之，高林　純示

片山　一道，中務　真人，荻原　直道

杉山　　弘，坂東　俊和，篠原　憲一

井上　　丹，白石　英秋，齊藤　博英

担　当　教　員

戸部　　博，野口　順子，東　　浩司

花田　禎一，中西　和樹，金森　主祥

丸岡　啓二，加納　太一

林　　民生，白川　英二，西村　貴洋，新
谷　　亮

大須賀篤弘，忍久保　洋，荒谷　直樹

竹腰清乃理，久保　厚

馬場　正昭

吉村　一良，陰山　　洋，道岡　千城

有賀　哲也，奥山　弘，八田振一郎

加藤　重樹，林　　重彦，山本　武志

松本　吉泰

吉村　洋介

寺嶋　正秀，熊﨑　茂一，西山　雅祥

担　当　教　員

齋藤　軍治，前里　光彦

三木　邦夫，竹田　一旗，今城　文雄，藤
橋　雅宏

谷村　吉隆，安藤　耕司，金　　賢得

小畑　正明，平島　崇男，河上　哲生

北村　雅夫，下林　典正，三宅　　亮

前田　晴良，成瀬　　元，大野　照文

山路　　敦，松岡　廣繁

平原　和朗，中西　一郎，久家　慶子

福田　洋一，藤森　邦夫，東　　敏博

堤　　浩之，竹村　惠二，鍵山　恒臣

田上　高広，堤　　昭人

家森　俊彦，竹田　雅彦，宇津木　充

余田　成男，石岡　圭一，内藤　陽子

里村　雄彦，西　　憲敬

淡路　敏之，秋友　和典，根田　昌典，
石川　洋一

稲垣　省五，戸谷　友則

担　当　教　員

町田　　忍，齊藤　昭則，能勢　正仁

柴田　一成，北井礼三郎，上野　　悟，
永田　伸一

上田　佳宏，加藤　太一，野上　大作

長田　哲也，菅井　　肇

齋藤　軍治，吉村　一良，陰山　　洋，
前里　光彦，道岡　千城

竹腰清乃理，有賀　哲也，奥山　　弘，
久保　　厚，八田振一郎

加藤　重樹，林　　重彦，吉村　洋介，
山本　武志

谷村　吉隆，安藤　耕司，金　　賢得

小貫　　明，太田　隆夫，篠本　　滋，
藤　　定義，武末　真二，北村　　光，
中尾　裕也，松本　　剛

寺嶋　正秀，熊﨑　茂一，西山　雅祥

山本　　潤

川上　則雄，池田　隆介，藤本　　聡，
池田　浩章，古賀　昌久

前川　　孝，田中　　仁，打田　正樹

高橋　義朗，高須　洋介

松原　　明，佐々木　豊

吉川　研一，瀬戸　秀紀，北畑　裕之，
中尾　裕也

八尾　　誠，大政　義典，永谷　清信，
北村　　光

田中耕一郎，白井　正伸，永井　正也

松田　祐司，芝内　孝禎，古賀　昌久

前野　悦輝，石田　憲二

川合　　光，中家　　剛，横山　将志

松本　浩典，窪　　秀利，犬塚修一郎

阿部　　健，加藤　文元，齋藤　　裕，
森脇　　淳　他

深谷　賢治，藤井　道彦

岩田　　覚，西村　　進，長谷川 真人

担　当　教　員

セミナーを中心として通年で行う（20単位）。

5100番台　　　数学講究

平成18年度の数学講究は，下記の通り4つの分野（代数，幾何，解析，計算機科学）か
らなる。

根拠資料１1:卒業研究科目

5200番台　　　物理科学課題研究

5400・5500番台　　　地球惑星科学課題研究

5600番台　　　化学課題研究

5700番台　　　生物科学課題研究

笹尾　　登，野村　　正，畑　　浩之

菅沼　秀夫，谷田　　聖

今井　憲一，松柳　研一

田中　貴浩，犬塚修一郎，井岡　邦仁，
松本　浩典，身内賢太朗

磯　　祐介，熊谷　　隆，重川　一郎，
宍倉　光広，中西　賢次，松木　敏彦

担　当　教　員
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根拠資料１3　自主ゼミのための推薦図書

○数理科学系 ○物理科学系
コルモゴロフ=フォミーン 著：「函数解析の基礎　上、下」（岩波書店） 〔解析力学〕

◇　解析学の初歩からかなり高度な函数解析の内容まで丁寧に書かれた本。 ゴールドスタイン：「古典力学」（吉岡書店）

日本の教科書と比べてその明快なスタイルは感動的。 高橋康：「量子力学を学ぶための解析力学入門」（講談社）

クーラン=ヒルベルト 著：「数理物理学の方法１」 〔量子力学〕

◇　古い本であるがゆえに，無限次元の数学が難解な言葉無しに生き生きと語られている。 小出昭一郎：「量子論」（裳華房）

簡単な微積分と線型代数の知識さえあれば読める（はず）。 小出昭一郎：「量子力学(I)(II)」（裳華房）

小林昭七 著：「曲線と曲面の微分幾何」（裳華房） シッフ：「量子力学」（吉岡書店）

◇ 曲面上の微分幾何学について，ガウスボンネの定理までを丁寧に解説してあり，具体例の計算も豊富に載ってい
る。

〔電磁気学〕

カールソン 著　金信泰造 訳：「曲面結び目多様体のトポロジー」（培風館） 砂川重信：「理論電磁気学」（紀伊国屋書店）

◇　曲面や結び目のトポロジーを，組み合わせ的な側面から図を豊富に用いて解説している。 〔統計熱力学〕

Graham, Knuth, Patashnik 著　有澤誠 訳：「コンピュータの数学」（共立出版） ランダウ・リフシッツ：「統計物理学」（岩波書店）

◇　原題はConcrete Mathematics．いろいろな分野からの楽しく具体的な計算が沢山盛られている。 久保亮五：「大学演習　熱学・統計力学」（裳華房）

経験豊富な著者たちによって面白く学べる。大学の抽象的数学にショックを受けた人にも数学がそれだけでないとい
う例があることがわかるだろう。

キッテル：「熱物理学」（丸善）

コンピュータとは直接関係ないともいえるので，邦訳の題名にとらわれずに見てみるとよい。オイラーの計算に近づ
けるかもしれない。

◇　どれも基礎的でかつ本格的なもの

J.ﾎｯﾌﾟｸﾛﾌﾄ, J.ｳﾙﾏﾝ 著, 野崎 昭弘 他 訳：「オートマトン言語理論計算論 I」（ｻｲｴﾝｽ社）ISBN: 4781903746
ランダウ・リフシッツ 理論物理学教程：「力学」，「場の古典論」（東京図書），「統計物理学（上・下）」（岩
波書店）

ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ｼﾞｪｲ ｻｽﾏﾝ, ｼﾞｭﾘｰ ｻｽﾏﾝ, ﾊﾛﾙﾄﾞ ｴｲﾌﾞﾙｿﾝ 著　和田 英一 訳：「計算機プログラムの構造と解釈」 「アインシュタイン選集１・２」（共立出版）

（ﾋﾟｱｿﾝｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝ）ISBN: 489471163X J.V.ノイマン：「量子力学の数学的基礎」（みすず書房）

高橋正子 著：「計算論 計算可能性とラムダ計算」（近代科学社）ISBN: 4764901846 朝永振一郎：「スピンはめぐる」（中央公論社）

高木貞治 著：「初等整数論講議」（岩波書店） F. Shu ：「Physical Universe」（University Science Books、1988）

◇　類体論の創設者による整数論の定評ある入門書である。 尾崎洋二：「宇宙科学入門」（東京大学出版会、1996）

内容としてはいわゆる２次体の整数論を扱っている。 ◇　学部初級向け

まず，２次の合同式を解くために基本的な「平方剰余の相互法則」を証明し，それを用いて２次体の整数論を展開し
ている。

高原文郎：「宇宙物理学」（朝倉書店、1999）

「素因数分解の一意性」が２次体における「素イデアル分解の一意性」に拡張され，さらに平方剰余の相互法則を用
いて２次体における素イデアルの分解法則が示される。

◇　学部上級向け

Galois 理論などの高度な知識がなくても最後まで読み通せる。

山本芳彦 著：「数論入門」（岩波書店） ○地球惑星科学系
◇　数論の基礎からかなり高度の数論までを扱っている。計算をしながら読むと面白い。 日本海洋学会編：「海と環境」（講談社サイエンティフィック）

上野健爾 著：「代数入門」（岩波書店）
◇ 地球環境の観点から，海洋における流れの物理，化学，生物それぞれの視点で最前線の研究に基づいた知見を平
易に解説している。

◇ 極めて初等的な内容から始まる代数学の入門書。5次方程式のアーベルの定理の証明が記されていて，ガロア理論
の入門書にもなっている。

小倉義光著：「総観気象学入門」（東大出版会）

日比孝之 著：「数え上げ幾何学」（朝倉書店）
◇ 中緯度の天気変化を支配する高低気圧について，観測事実からその変化の仕組みまでを解説。数式も多いが流体
力学の初歩から書き起こしているので，初学者も読み進むことができるであろう。

◇ 組み合わせ論の初歩を述べたもので面白い内容である。数学上の概念の説明が簡単であるので最初は少しとまど
うかもしれないが，皆で考えながら読むには適している。

C. F. Bohren著：「Clouds in a Glass of Beer」（Dover Publications Inc）

中島匠一 著：「代数と数論の基礎」（共立出版）
◇ 雲に関連する光学や相変化に関する現象について，身近な実験・観測事例の図版を豊富に示しながら平易な英文
で解説。楽しみながら読むことができる。

◇ 代数，数論の入門書。基礎的なことはすべて書いてあるが，一人で読むには退屈かもしれない。皆で講読すれば
読むことができるであろう。

廣田　勇　著：「気象の遠近法」（成山堂書店）

草場公邦 著：「行列特論」（裳華房）
◇ 日々の天気を運んでくる地球をめぐる大きな風。その美しい姿の奥にひそむ大自然の摂理。日常見なれた天気天
候をグローバルな視点に立った遠近法で見なおす楽しみを，身近なたとえ話から始めてやさしく語りかける新しい気
象観。　（表紙カバーより転載）

◇　行列を題材にした高度な読み物。線形代数を終えた段階で読むのに適している。 恩藤忠典、丸橋克英著：「ウェーブサミット講座　宇宙環境科学」（オーム社）

○化学系 　◇　太陽から超高層大気に至る宇宙環境の様々な現象が，宇宙天気予報という観点から解説されている。

John D.Wright：「Molecular Crystals」（Cambridge University Press, 1987） 金森博雄編：「地震の物理」地球科学選書（岩波書店）

＜日本語版＞John D.Wright 著, 江口 太郎 訳：「分子結晶 Molecular　Crystals」（化学同人、1991年） 　◇　現代地震学の基礎を丁寧に解説している。

ベルゲソン 著：「生化学の物理的基礎」（シュプリンガー・フェアラーク東京） 大久保修平編著：「地球が丸いってほんとですか？」朝日選書752（朝日新聞社）

今野 豊彦 著：「物質の対称性と群論」（共立出版）
◇ Q&A形式のやさしい解説書であるが，現代測地学の最新の研究成果が取り込まれており地球の形をとおして地球科
学を概観することができる。

平山 令明(著)：「実践 量子化学入門―分子軌道法で化学反応が見える」ブルーバックス（講談社） P.Kearey and F.J.Vine (著)：「Global Tectonics 2nd ed.」（Blackwell Science）

片岡 洋右 (著), 竹内 宗孝 (著), 三井 崇志 (著)：「分子動力学法による物理化学実験」（三共出版）ISBN:
4782704240

◇ 海洋底拡大説の提唱者(F.J.Vine)が地球科学の基礎を説明しながら，グローバルテクトニクスを丁寧に解説して
いる。

ハロルド ハート (著), デービッド・J. ハート (著), レスリー・E. クレーン(著), Harold Hart (原著), David J.
Hart (原著), Leslie E. Craine (原著), 秋葉 欣哉 (翻訳), 奥 彬 (翻訳)：「ハート基礎有機化学」（培風館、三
訂版 (2002/12)、単行本: 620 p ; サイズ(cm): 21 x 15）ISBN: 456304587X

C.M.R.Fowler (著)：「The Solid Earth An Introduction to Global Geophysics 2nd ed.」（Cambridge大学出版）

小野寺嘉孝 著：「物性物理／物性化学のための郡論入門」（裳華房）ISBN4-7853-2806-1 ◇　固体地球物理学の入門書。2005年出版。最新の成果に基づいている。

上村洸，菅野暁，田辺行人 著：「配位子場理論とその応用」（裳華房）ISBN4-7853-2404-X D.Turcotte and G.Schubert (著)：「Geodynamics, 2nd ed.」（Cambridge University 出版、U.S.）

米沢 富美子 著：「ブラウン運動」（共立出版）
◇ 世界的に有名な固体地球に関する教科書。プレートテクトニクスや地球内部の諸現象を理解するための基本的な
物理的プロセスを解りやすく解説している。

加藤 礼三 著：「分子の国の伝導電子」（岩波書店）
Jean Paul Poirier (著)：「Introduction to the Physics of the Earth's Interior, 2nd ed.」（Cambridge
University 出版、U.S.）

ウッドワード・ホフマン 著：「軌道対称性の保存」（廣川書店）
◇ 地球内部を構成する物質の物理や化学の入門書。熱力学から地球内部のダイナミクスまで理解できるように構成
されている。

藤永 茂 著：「入門分子軌道法」（講談社） ホームズ、上田誠也他訳：「一般地質学（I, II, III）」（東京大学出版会）

ザボ・オストランド 著：「新しい量子化学（上・下）」（東京大学出版会） ◇　地質科学の全般にわたるトピックと研究手法を体系的に扱っているロングセラーの名著。

垣谷 俊明 著：「光・物質・生命と反応（上・下）」（丸善） 山中高光編：「宇宙・地球：その構造と進化」（学術図書出版）

アトキンス 著：「元素の王国」（草思社） ◇　宇宙・地球科学の全体像を概観し，重要な基礎概念を学ぶに適した参考書。

アトキンス 著：「新ロウソクの科学」（東京化学同人） 平　朝彦：「地質学I」（岩波書店）

M Faraday 著：「The Chemical History of a Candle」（Cherokee Pub.） ◇　現代の地質科学の全体像を概観するのに役に立つ。

R. J. Silbey, R. A. Alberty, M. G. Bawendi, “Physical Chemistry 4th edition ”, John-wiley ISBN 0-471-
21504-X

平　朝彦：「地質学2ー地層の解読」（岩波書店）

◇ 1913年に出版され，MITの化学者によって受け継がれてきた伝統の教科書。2005年に新たに改定された。適切な参
考文献が引用されている。生命科学等の分野でも簡単な分子の熱平衡，スペクトロスコピー，化学反応論等の知識は
必要である。

◇　過去の記録紙としての地層形成を述べている。

C. M. Dobson. J. A. Gerrard, and A. J. Prett, "Foundations of Chemical Biology", Oxford Primmer. ISBN
0-19-924899-0

「岩波講座　地球科学（全１６巻）」（岩波書店）

◇ Oxford 大のProtein Folding の専門家（Dobson ら）が書いた生化学の非常に短い入門書。値段が非常に安いの
がメリット。非専門家でも簡単に読める。

◇ 地球科学の諸分野の基礎から応用まで体系的にまとめてある。新しいデータと新しい分野の進歩は同社の新しい
シリーズ，岩波講座 地球惑星科学(全１４巻)で扱われているが，基礎的な内容を学習するためにはこの古いシリー
ズの方が適している。書店では手に入らないが，理学部図書室には全巻そろえてある。

D. F. Shriver, and P. W. Atkins,  "Inorganic Chemistry 3rd edition", Oxford  ISBN 0-19-850331 上田誠也：「プレートテクトニクス」（岩波書店）

◇ 化学はC,H,N,Oだけの世界ではない。人工的に合成されたMaterialは，現代の生活を支えている。 Cotton &
Wilkinson の"Advanced inorganic chemistry" が網羅的であるのに対し，この本はトピック的である。

◇　現代の固体地球科学の基礎となっているプレートテクトニクスを体系的に学ぶのに適している。

○生物科学系 竹内均・上田誠也：「地球の科学」（NHKブックス）

Bruce Alberts ほか：「Essential Cell Biology」（Published by Garland Publishing, Inc. 1998（今年，改訂版
が出ました））

◇ ウエゲナーの大陸移動説から海洋底拡大説の誕生，プレートテクトニクス前夜までの固体地球科学の発達の歴史
をドラマティックに紹介している。地球科学の基本的なコンセプトを平易に解説した読み物。英語版「Debate about
the Earth」Takeuchi, Uyeda,Kanamori, Freeman, Cooper & Company, California もおすすめ。

＜日本語版＞「Essential 細胞生物学」（南江堂） 上田誠也：「新しい地球観」（岩波新書）

◇　遺伝，代謝，増殖，シグナル応答などの生命現象をDNAやタンパク質の分子レベルで説明するすぐれた入門書
◇ 「地球の科学」の続編にあたる内容。海洋底拡大説からプレートテクトニクス成立の事情を読み物風に紹介して
ある。

M. Begon, J. L. Harper, C. R. Townsend ： 「 Ecology: Individuals, Populations and Communities [3rd
edition]」（Blackwell Science Ltd. 1996）

鎮西清高ほか編：「古生物の科学５　ー地球環境と生命史」（朝倉書店）

＜日本語版＞ﾍﾟｺﾞﾝ､ﾊｰﾊﾟｰ､ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄﾞ 堀道雄［監訳］：「生態学 個体・個体群・群衆の科学 ［原著第３版］」（京
都大学学術出版会　2003年）

◇　地球における環境と生物の進化史をまとめている。

◇　生態学のすぐれた教科書 丸山茂徳：「地球史」岩波新書（岩波書店）

片山一道、編訳：「図説人類の歴史（１）人類のあけぼの（上）」、「図説 人類の歴史（２）人類のあけぼの
（下）」（朝倉書店、2005年1月刊行予定）

◇　地球史の最新版をまとめている。

◇ 人類の誕生前史から人類の誕生，人類の進化，アウト・オブ・アフリカ，ホモ・サピエンスの揺籃，アウト・オ
ブ・アジアなどの歴史につき，非常に豪華な写真類と図版をまじえて解説している。

増田富士雄：「リズミカルな地球の変動」（岩波書店）

Karen B Sttier. Boston：「Primate Behavioral Ecology（Allyn and Bacon, 2000, viii+392 pp） ◇　地層や化石に記録されたさまざまなリズムで地球を眺める読み物。

◇ 霊長類を対象とした行動生態学の入門編教科書。1，2回生が独力で読破するには少し難しいかもしれませんが，
関心のある章を手分けし協力して輪読するには適当な材料だと思います。

森本、砂川、都城：「鉱物学」（岩波書店）

Kenneth V., Phd Kardong：「Vertebrates: Comparative Anatomy, Function, Evolution」（McGraw-Hill）
◇ 鉱物科学の基礎と関連諸分野を幅広くかっちりとまとめた好著。教科書として適。残念ながら２００４年現在絶
版だが，たいがいの図書館には入っている。

◇　脊椎動物の進化，形態学についてのよい教科書

Sean B Carrollら：「From DNA To Diversity」（Blackwell Science）

◇　発生と進化についての入門書

Lee Alan Dugatkin：「Principles of  Animal Behavior」（W.W. Norton & Campny、2004）

◇　動物行動学に関わる研究内容を，最新の情報に基づき，幅広い視点から解説した教科書。

「エッセンシャル細胞生物学」

「細胞の分子生物学」

　◇　・まず「エッセンシャル細胞生物学」

・より高度な内容を学習するなら「細胞の分子生物学」

・さらに先端的な内容の学習を希望する場合には，クラス担任を通じて生物物理学教室教員に相談してください。

＊植物学に関する推薦図書については，個別に相談して下さい。

 
 


